
   
     

山梨県観光入込客統計調査 
（平成２５年１月～７月・延べ人数・速報値）  

  
○ 調査期間  平成２５年１月～７月   
○ 調査対象  前年の年間入込客数が１万人以上、又は前年の特定月の観光入込客数が      
○        ５千人以上の観光地点（平成２５年：３４５地点、平成２４年：３５１地点） 
○ 調査方法  全観光地点を市町村経由で照会 

 
※ 延べ人数・・・各観光地点（観光施設・イベント）への観光入込客の総数 
 
 

調査結果の概要（平成２５年と平成２４年の比較） 
 

<１月から７月> 

延べ２２，５１８千人  対前年 約２６２千人増加 （前年比 １０１．２％）     
<１月から４月> 

延べ１０，３４３千人  対前年 約２５９千人減少 （前年比 ９７．６％） 

○ １月は中央自動車道上り線笹子トンネル天井板落下事故の影響に加え、降雪等

天候に恵まれなかったことから大きく減少したものとみられる。 

○ ２月は中央自動車道の全面復旧（２／８）に伴い、回復傾向がみられる。 

○ ３月は暖かい日が続き、桜や桃の開花時期が早まったことにより増加した一方、

４月は逆に減少に転じたとみられる。 
 

<５月から７月> 

延べ１２，１７５千人  対前年 約５２１千人増加 （前年比 １０４．５％） 
○ 月別では、各月とも前年を上回っている（5 月：前年比 105.1%、6 月：前年比 

103.8%、7 月：前年比 104.4%）。 

○ 圏域別では 

• 峡中圏域は、サッカー等スポーツイベントの減少などにより、各月とも前年に

比べ減少したとみられる。 

• 峡東圏域、峡北圏域及び東部圏域は、前年を上回る入込となっている（峡

東：前年比 103.5%、峡北：前年比 102.6%、東部：前年比 100.1%）。 

• 峡南圏域は、３月末に富士川地場産業センター・道の駅富士川ふるさと工芸

館が閉館したことから、各月とも減少したものとみられる。 

• 富士北麓圏域は、富士山の世界遺産登録の勧告、世界遺産決定などにより

富士山及び周辺施設等の注目が高まったことにより関連する施設を中心に

客足が伸びたことに加え、期間を通して好天に恵まれたため、花をテーマに

した公園、行祭事・イベントが好調であったことから、大きな伸びを示したとみ

られる。  
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